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Ⅰ　連邦解体による各地域経済の得失
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とである。しかLそれだからとい〉て，連邦解体の必然

性と :iE~件ーに疑義をはさむことは誤りであろう。いずれ

にしても，かかる民放独立をめぐる政治と経済との不調

和it守主！？興アフリカ諸n,1に共通してし,IJ，れる現象であり、
かっ.tヒ，それに77リカ民族主義m持青たちがそハよこ
めに以も心を砕b、口、る問題でもある f 本稿は以上のヒ

うな角度から，連邦解体という政治的大事件が実際に各

地域経済へし、かなる影響を及ぼし，また今後いかなる線

路企（＼わせるかにつ十て概観しようとすぐ》ものであるの

<ii' 1〕 Qu正1rterfyEconomir' Rc,,irw; Th♂ Rho 
d,・.,ius and Nyas,.da11d, Jan. 19/i. t，ド l.

、＿＿，ー」J「ー現地報告、〆 －」戸、一一、一」，一、，~－、－－－·、一一－一一ィ、－－一、一一、－〆」J「一一、一一、

ー

ー

＝ 

一＝ 一
一

！
1
 

1
｛
 
！
 

？
 

一

一

一

一

一
一

ローヂシア・ニアサラン

連邦解体の経済的影響

連邦解体による各地域経済の得失I 

t・r繍的に連til解体が各地域へ利益企もたらしたか，

不利益をもたらしたかを結論しようとすれば，だし、たい

っきfのようになるω すなわち，政治的には 一連邦解体

ぺ了川）カ人多数古一わトピによる独U七rt－、の前提条件て

カろ力、~－ t)fこお＼ ・-C i有ローデン「には不利益、－1~" 

ーナンアとユアササ J ドには利益となったの

経済的には一一一連邦角平体が中央アフリカ共同市場の崩

壊を意味するかぎりにおいてー 北ローデシアは利益，

市ローデシアとこ二〆！うンiごにはドfl]絞土なった。

以上連邦解体；ニ土る存地域の得＇（；合政 h＇，・経済同1r1じか

ら総合すると， 1有ローヂシア｛土政治的にも経済的にも不

利益，北ローデシアは政治的にも経済的にも利益．二ア

昨今＞ Iごは政治ft'Jf：；土fl］益，経済i'i!;rこlょが利益を’引f.': 

／ になる。要すぐ3にdi邦解体に上〉日、ちばん符売！

とのiLIヒローデシ了てふり，し、ち｛tんmをしたの；士再い’
ーデ、シ7であり，その中聞がニアサランドであるといえ

る。かようなきわめて大胆な結論的要約は，もち人んど

れが”J繍に検討すればたお多くの［i¥1泌を－；－；；んでいろ

二j：に二アサラ；J ドヵ：終済的tこ不利保全ごうむったか

うかについて ーミとは，いうまでもなb、c しかし，そ

れらにつし、ては以下の叙述の中でおのずから汚反される

はずである。

1 財政政策 (Iiijt} i1J分配）

述Jil解体による各地域経済の得’kをt；附Iiしようと「乙

場合，定ずその重婆な指標として考えられるのは，財政

政策，ないしそれに伴う所得再分配の状況であるりすな

わt,, 3地域をJ二王めと連邦とい円 1)1｛かとした経済的日［

f「i上、I~然にその防成作地域への公平なT•!r得再分配合恕

7七十／、きものとすれは、連邦時代の財政代策が実依lこそ

き

ローデシア・ニアサランド連邦は1963年12月31日をも

ってついに解体された。成立〔1953年〕以来10年間続い

たこの連邦は， 「大続日の1モミソドにはいノヤ阪 てい

る聞に静カ Aに消え去って＂＇・ lた〕（屯1)のでふる十力 iくて

連邦はふたたが問ローデシT, ;jt口ーデシrお上びニア

サランドの3地域に分裂し，これを機として，各地域は

今や長年にわたったイギリスの支配から脱して，真の独

立国家に生主オ！交わることを現実の問題と Lうるように

なった。現に .1サランドlお、ム＇1Lく本年7JJ 6 i Iに独

立を達成L，パンダ博士の下に「マヲウイ共和国Jとし

て新生したし，またカウンダ首相の率し、る北ローヂ、シア

も本年10月24日に「ザムピア共和問」とし、うグ！の独な同

となることが，寸でに決めん;/1.・cいる。残／：.rhローデシ

アも同様に政治的独立を強〈望んでいるが，こ JliTH土j二

記北部2地域と異なり，今なお白人少数者が支配を続け

ているという変則的な立場にあるため，その一方的独立

要求には！｜卜界。，[It論による制約がおのずか，，’！JI！え人れる

ものと見：＇，れる｛現にイキ、ヴミ政府は，本｛ 17ljにロン

ドンで開ff(.¥;/lえイギリス述nri・相会議で， f南ローヂ

シアにアフリカ人多数者支西日による自治政府が生まれる

までは，その独立に承認を与えることはないj向の芦質

を与えて町、、ろ b

ともあれ＂＇ tr1Iの連邦解体J士， 1・1人の優位とti!iJ(Jむの利

益に反対するこの国のアフリカ人民族主義者たちにと J ) 

て宿願の独立達成への前提条件であった。したがりて，

それはも，.：；：U，政治的理由（てよ勺て実現されだとし、って

よい。つt1; i' Eに言えば，れ済（1＇；：こは連邦前 1十が必ずし

もすべて仔H包院の利益にな J ) よこと；土かぎらわーいと L、うこ

100 

討、えま



1964100103.TIF

一色、ザー一一、一一、－♂－一一～也「九－－.... －－－~~..，.一～4ー」－－ー「－~ー」．現地報告ザー～一一、－J'·

のf主主1］を十分糸たしてさ／こかとうか， また従来連邦政府

山人とたつじ、たtlのか、連ドi；解体f辻い／J、なる］行で守地

hi!(に還元されfこか，と k、うtt¥J越である。これを捗j~，かにす

勺乙め凶は， :tず解体r)ii二おける連）[¥l攻防ジ｝各地域にtr
1-：＇，財1't政干；；勺L、し明6T!F分限方式合検言、fしなけれ＇ rな
じ11,いしl 第1氏l土，連邦II寺fUlfド問に連邦および地域政

Vi；，；，そのt:・，人と I_C各山域七、うとぶほど受けJ!（つにき
／：か乞がしkj iのえあ〆 これによろと連邦おとび地域

政府は南口ーチシアから；ii古；HJO万ポンド，北口ーヂシ
'I；ミらゴ｜意9けい）Jj:jcJ ト、 三 i' ／－ラニド／；，》3作i(IJj，／.ン
f;-;;l h fi:%40'小ドシ｜ずをi竺：tll{ てい七こ＇： n~i のミ

る，.他方におし、亡，これr，を各地域のCDpにMする｝ill
(,・ ：＇見.，，と， l十jflーヂシ fi土／・、つlK.り%，也ロ テ、：， ( 

はその＇.＇ '1,3'){. ニ71介ランドばその'.2(U%を拠出してい

たことになるυまた第2誌とl土谷地域か連邦政／（／歳入（C:対

〆どl'. ,l:とん’－＇i-l司まんI氏j;出uカhリどt! i王ど）J必：そ’E
Hでこかが子I主Lt・ ものであ 7,0 竺h；こ主る i,, I村'1一千fシ

アは連邦政n:1,c；~人の50% をと支払 v ，ご lt1]1~1/i'tU)(i-1'',oを4父け

11<，て唱るも，1707i／；ン！っ受け取ぃ趨i益），ニ対！、」l>

ーテシアはlnJじく肉入の50%をxJムいながら歳出の28%

しか受け取っ止おらず（7270万ポンドの支払u、指fo＼主〕，

fニア..1ランドは1主l:JS政l(J歳人にま たノ存1りると二

九なく，たどlriJi'.iWIのfri,J8 ＇／｛，を受け Jt¥l-.ていfこ（29907}

小／ドの受し.＇］｛，＇. I），；，み）〕，＇：： /; ・:;'11らィ zるけ以上主要章、j←｜

i＼， 祁11~1 いく iこ .111 －＇シ｝；主連山政河jぽ入L：主主L

市nーヂシアと｜ぃ1桜！主の寄与をしながら，その受け取 i)

rtnぐは尚ローヂιI'nc>f’；Jに七逮せ l，ー 1’サノ Li；士
辺1:s政：＇1歳f、y対 Lて－r,いがj’，＼晶子ニ’ Ltし、が、川良川
からきわめてt,・fかの思；むしか受けなか.' ／：二一－2990万

一ザ ド山受fI )frりfi十五指1・1ι均T＇，主 371ボ♂ ヌ）l':.t'＇ず， l 

J、、＇ijこ旬ltこすリと？っ l;J日ドにすぎたL、ー とし、うてと

になる。

hよ「＇：こ ri)ll政；トl長入、の＇；＼ lj. iは品、)iこむいて＼，‘

一l：と｜品川／－1¥方、「＇(T),I竺1瓦｛受け取り）におし、ても，各地域

ごとに著しい差異が生じたのはなぜであろうか。その.I'.

t要注理rl1:'i, U；ム、l函仁ノ＇＂、て；土， f干池岐における~－11ほ

収入の号，1の相）さがあげられる たとえば北ローデシアの

場合には，地域内；c:おける収益性のi凶ヤ鉱山会れからに〉

I ')1 i'J税UL入方， ,I之き、 1 こいが l七邦政府訟への［＇，分 JJ、！：

(;i8'X,）合i，め（＇＼，、 Iこのに対して， 11-i,., ・-fンf-c l幻11i
付税収入のlnJ歳入；斗占め会割ω土38';.. ，こすざな／J・＂.）YこL
U：ぷそjl ～あ’ 士山こ川士、 ιちr，ん各i比減が天

然資ib／・技術ノk準・教育担litおよひ、i也Jlf!i'0Jt'r徴＼~， cl） ・般

鰐 li表 連邦およ「戸地tk政府の財政収入（地域別〉

（単f,.100万ポンド）

l 南口一 l北口一｜ニアサ
ザノ I I －，，シ f ラ／トi介百i

179. 7¥ 179 ,41 tiO ,4J 3臼 7
l9ti.91 150.:-l; 115.31 392.5 
376.61 329.71 44.91 751.2 
ι＇.！Ii.()' 1'116 0＼ ι：.！.61 M4.ti 
,¥ Iリ.3, 1'114.iiJ t,6.31 M0.2 
3:H.31 299.11 36.01 666.4 

1,751.41 1,231目6'179. 513,126.5 '' 

18.91 2,1:11 20.11 21 :1 

;U Jil f,: I仔
地域政府
l!t政’＇.）.＇. 収入
池山府／，.けノ，n,i・,,;c済n
11主／f !/¥I 協も、
ilj I向仙収入

i室内経 ii，←に j;(j'る
c; D P 【l)

lHJl1.r純ヰ¥I人のじDp 
にιlする比率けら）

(1U (WI；・｛｛派所品：WIじ j；けるも νJを含めれH, ・，釘

ローマγγl,94fi.6, itローデシア1,4,18.9, －.ア

サジンド：-l93.9, i守バI3,789.6 となり， ~NLこニアサ

ジ乙 心 j坊合， U主主制収入汀i七五十•，， ;J:9.1 ·； ~f こ ι成る。

(2)/i;( りものままじ

: 11: 1fr J D. ぶ Pι：a,son & W. L. Tay！りr, Breaι士ー

UJ,; S（川 I<’J?,a,1川川i,・ Con,・e,1uences for the Rho-

desias and i¥Tya川

第2表 ;f邦政府店員Lli入の地域分一両1

（単位； 100万ポンド）

' ' d 

i対ドー，ii"-, アサ出；！
デシア｜デシアランド｜江川

l＇.！ι.7 172.2 7.8 306.7 
Ml. 4 ti53. 6 MS. 4itill3. 4 
6り6' :Jリ.li 5. 9! 105. Ii 
f>.5 :l.5: 1.7) 10.7 
2s.31 1s.21 2.61 49.1 

! 17リ.7179.4iι0.4 358白7

~i 1999: 81.1i 21.!'i302.5 
注 I41.5i 15.6' 8.01 75.1 

241.4' 106.'li 2！！，ら： 377~(i 

I 1'161.7: 72.711'129.91川 9

j乙 ！9[ l守税庁
同｜ぃl 地 l減配分
十日lN主よ （f ［！、l同州
地域政府 I; ， らの jlj千 ~l'

4 て の他
／、

派
代

以

山

山 本
持j
凶i

A
I
 

F
 

ii'i tt＼入ハランス

(II＼所） D. S. Pearson & W. L. Taylor, op. cit., 
p. 5,,. 

的経済条件や政治的動機におし、ぐ，必ずしも均今的でな

いことと関連する。他方受，t耳元り証討に＇）いてこのにうな
差呉が生じたのは，連邦時代の特殊な財政政策によるも

のといえ／ふ0 / Yまり，主要右翼入；wt.こる所得税・刑法税の
徴収とその法的規制に関する権限が，もっぱら連邦政府

の叩Fにのみ握られていて，地域政府はほとんど独自な財

政政策を開立しえたかったことに婦問するη ともあれー

ての上 Rな支払い耐の不均ーと受け取り出iのイ、公半は，

ともにi削IIを1J'l部から破l$i6せ／.：.誘困たる、二とにJi＼－、ζ

IOL 
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変わりはないが，ただその場合注意すべきことは，支；払

L、lt1iの不llj 泊介、わいIJ1 1 j的条{11b二上って決定i'l'Jfこ友不

されたのに対して，受け取り商の不公平は人為的条件に

よりて怒意的に動かされていた点である。したがって所

1何千分配の似J1i1iを問題と宇るかき IJ、j走者（／）主要性がむ、

っそう強調されねばならない。つまり，連邦時代にはそ

の経済開発に伴う利益杭経済的連合の本来的目標とは

Jι汁に，むしλより貧L"＇＜、地域 C-itnーデシfノから，
より豊かな地域（南口一テシア〕へと流れたこと，また

ニアサランドにいたっては，まさに「金持ちの食卓から

こifれ落t,／こ＇＇.ン屑企拾う J（往2,;ftの受益し，刈L＇.慮され

なかった4とか問題なのである。

連邦政府が主要歳入源をほとんど独占的に管理しえた

ということはすでに!leべたが，その惨限は主体的に言う

と，所得税（1同人および法人〉，売民税，間接税（自動車カ

ソリンを除く〉，および内国消費税等に及んだ。これに対

C，地域政府がもつぶ同権限の絶問は，ま予ずかに地域

ii力日税， 刀、／ ＇）ン税， 示 fセンス桜l，およひ人:JJ'l税lこ限

られた。その結果として，各地域政府は年々増大する財

政支出をこれら限られた歳入源をも Bてカノ、－ jること

U，しばしば凶難を感じたのであ五 このことは主とし

てアフリカ人教育費と治安維持費により財政支出がふく

,j:_. fこ南口－＇／ザアと，終始相当事 !'ifこ上る財政上山赤字に

↑1/iんできに 1サラ： lにおいこ特iこ顕著であ，たc

ともあれ，これら財政収入の分配面を見ると，たとえ

(l'j!_IT邦政H、：rc1，故大歳入山こあっfこ！引｝｝税収入；ニJ,v、ては

っ主のよう tc財務協’ι刀イ：e'；ばれたJ イなわち必邦政府は
会所得税収入の64%を自己使用に当て，長J;;りの36%を各

地域政府；三一南口一字、Lア13%,北ローデ＞ n7%,

ーアサラ／ド Ii%の手宇J（「仁一一一配分することが連邦成立

l直後に決められたのである。ただし，この配分率は後に

(1957年） ~）（引されじ連邦政府·1）受け取り分は62%に

,•l i), ！也域政不のそ.t:：ぶl8% Ciむ口ーデシア 1,1•：ら北ロ

ーデシア18%，二アサランド 6%）にふえた。また，か

かる地域配分は連郵政再jによるほ内および国外の借款

にJいても行なわれたr すなわんii¥＇，；主による収入資金は

その61%が連邦政府に訓り当てられ，残りの89%は各i也

域に 南口一デシ4ア16%，北口一デ、シア17%，二アサ

ヲ二ド 6%υ）＼：

得税および借款収入の地域配分の状況は，たしかに連邦

時代ある程度の所得再分配が行なわれたことを示してい

；日，その配＼J率の数千＇i，： 見れ＇ i；！）ん・るとI；。）、それc,

はまったく連邦政府偏盈の傾向を強くもってL、たωであ

I O之

る。

か上うに連邦時代の財政政策は，課税権限の区分にお

いても財政資金の院分においても，総じて連邦政府中心

主義であったが，とれと平行して，それはまた非アブリ

カ人優先主義の弊に陥ってヤたことも指摘しなければた

らない。このことは疑いもなく連邦憲法に定められた

「連邦政府と地域政府との所管区分」（注3）と関連する。

すな，わら大雑把に口って，国防・外国貿弘・所得税・関

税・通貨・交通・電力・移民・高等教育・白人農業など

まiとして非アフリカ入居住者に関する事項はすべて連邦

政府のw絡であU，他方において土地・ ＂）J似j・警察・ i主
宅・原住民教育・原住民農業なと，主としてアフリカ入

居住者に関する事項は，いっさい地域政府の管轄とされ

てνt~ ， したが，，て財政政策における連邦政府中心主義

は，往々非アフリカ人優先主義になることを意味した。

事実，連邦時代における非アフリカ入居住者への1人当

たり財政支出は， y少ブ ！） カ居｛主古へのそtlにi七して，けj

i土ず）tに大きかつ！.：：.のである。仏〈に教育夫；ti＼を例にとる

と，1962/63年度予算では，非アフリカ人教育のために迷

邦裁耳なから 840万ポンド，アフリカ入教育のために；ij也

域政的から合計l；，り（）万ポンドが支出された。これを 1人

当たりに直すと，前者が24ポンドであるに対して，後者

はその三三分の 1rなわち1ホンド 2シリ Jゲにすぎなか
ったここがわかる、他方においてまた，述邦政府が非ア

フリカ人の最も多く居住する南ローデシア一一連邦にお

ける：Wア7リカ人総数の約67%が住んでおり，地域総人

Iiiこii子＇＞ノd非アフリカ入の苦手1J(tでも 3地域iドいちばん11＇む
し、（7,5%）一ーに本拠をもっていた関係上，南ローデシ

アは連絡政府支出による経済的恩恵を最も多く享受しラ

他の」t:'fl；コ地域はその点非給に不利な立助におかれ口、

たということも看過しではならなk、。

以上で別らかなとおり，連邦i時代の財政政策なヤし所

得存分配は，地域別にも人極り！Jにも公平に行なわれたと

はいえないのである。とすれば，連邦解体後各地域政府

がそれぞれその歳入源と分配方式について自ら管理する

権限企持らうるj、うになったことは，かれらにとって少

なからざる利益となったことは自明であろう。特に連邦

財政下の過重の負担を諜せられていた北ローデシアにと

ってfl，なおさらむあるo

北口ーデシアは，従来連邦政府に拠出していた所得税

を中心とする多額の課税収入を，今やそのまま自国経済

問発に長り向けふことがでラ ；；,iyけであるけましてこぴ〉

同は連邦時代にも地域付加税を謀していなかったのであ
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心かん、~＇li立役山財政収人にJル、ご t土砂し ti懸念主れc:,
士とはな泊、ろ，＿， σJ},cならず， さらに主主契な±とは，連

邦解体とともに中央アフリカ共岡市場が崩壊した結果，

干後南ローデシア商品にはす〈〉関悦収人の増大がは込山

’i：あ ／’l ,, Jり従来無税ではヤ－， C ,'.: f二市ローデ二

γ商川Jこけしγ町新六にいわゆるD税率＇ it•！）が課せられ

るようになったことである。もっともこJcにつLては，

「北口ーアンγは連市時代に，11国消費税ーととえばい
ーノレ，タ y、コ誌について← 合課していたかJ，新！＼！J税昨

限も定質出Jにi土たし、した利益をもたじ｝ぎたし、だろう

（社 5）とし、う見方もあるが，逆に北ローデシア商品が南世

ーヂンアμはいる場合は相変わらず無税となってドる J

Y を汚慮l二人;ft ；，；と‘その影；~：＇はて＇，士； I :j ,, ：て小さく

なし、とし叶，，／:1（｛なるt'v かくて北ローテ、シ「買わ交に問

するかぎり，連邦解体は大きな利益となりこそすれ，け

りして不利益よなったとは考えられなし 。多t白iまモ上ぷ
WI税不の：Jlきi_;fl祥［止を除き，特；こ著し L、税制改dがii 

（（われて十なし、のも 1 差し当／でつ.＿－：;t+ Iこそれを念く必
婆がなL、からと解せられるつ

南口ーテシアの場合はとうか。結論的lこし、えは，連邦

解体伶しifら： iまあ；.：，；佐山財政上山国泌を感仁ょうが、

i：期的に！上そJ' I!:カlle:り得手口Lうどh見j1f1しが強ν fこと

えば、仮に南ローデシアがc;r〕Pに対する刈（；＇におk、て

北ローデシアと｜ロ］;kl$の議税を行なうふとがCきるとr
1 tば，連中1,1射によし付20＇，＇（，の歳入 JfttJ'>f，想、必11る♂）でよハ

lか11駐日市掛川滅によら痛干を最も弥ノ受けたrt

口ーヂシアが， セらに多くの経済開発資金をと得るために

は，関税以外の歳入i僚に＇）い山、リそう現実的な桁 l宵！と’

よる｛＇.、要 7）ゐあ，：，ことは確Jトでふる＇ j：見i二市 ¥J テJ ア政

l(ff主JiJ！邦俳本位追及；こ才，：＇二コく税制改11:i主主if，たした。 tt;

1 lciJ日はいわゆる straight-methodを導入して法人税の

合理化をねらい，また国内製造工業・鉱業および農業へ

以ドとれふ外｜ト1資本：－.：：有がlな主主件を作やことにより， i,

三回iIは間接事i2:'.刻遣し，ーちでゲソ 11：.，，手えなど大衆；＇＋！

判的たものを引き下げながら他方で自動車税など明有課

税的なものを引き上げることにより，それぞれ実質的な

t課税収入の階大をねりつけ、示。 4れりのj~置が，実iぷ

rliローデシア財政収入時大にどれほどの功¥l':を現わす力、

については， l竺F功、；こ半lj附しかね乙が，このiiiではまfi

潜在的歳入源を開拓する余地が残ってし、ると忠われるか

ら，連邦解体，／）影特；土そ：j1,-• Jま仁も 1、手1]t，トも（｝） ギし司

T~ く二と i1 なん、ろう

とてろ’l；一二戸リラ；，－， F、の場介li，それほど簡｝ドではf(

ヤv すむに；主べたようにニアサランドi土述邦政府議入に

対して特に：寄与するところなかりたが，さりとて！日］歳出

からそれほど大きな恩恵を受けたわけでもない。しかも

その財政支：uかC，多少の分け前企得之と Lても、それは
実は北口ーゴシ7の負担において支11、われてU、fこにすぎ

ない。換言すれば［従来この地域の産業育成策は，とか

く南ローデ＼／アの犠牲にな4 ていたJのである(iiに6）。し

たがってニfチタンFn連邦離脱は，たしかに点、かふ経

済のiii!hlc効果をil'i減させるやi点を伴 d yた。しかL他方に

おL、て，それはまた従来必要に応じて受けてきた連郊の

財政援助が，少なくとも名目的には断絶したことを，ぽ味

L，その影響！？が特iこ公共支＇ I＼函でかなり深鴻f計五相を註

するよろにな〉たことは否めなし、。かくて「経済的にはる

とtアサランドはfoJも尚ローデシア含含む3地域と連邦

を結成する必然性はない」：tt7）という指摘は本質的には

正LL、としても，解f判長の二ア！トラ〉ド財政仁幾多の困
難が子恕されることにおU、てはFレしι変わり tr_い。とも
あれ，士の｜過は政治的に最もl戸－ く独立を途成し，今や自

己の責任において独自の財政政策を樹立しうるようにな

リた以上， ーかにおU、て世界の先進諸国から亨受する経

済反助の可能性を探求Lつ＇），他方におし、て国内経済欄

発ν）ための財源を自力で開拓しなければならないわけで

あるし連邦解体後におけるニアサランド財政の動きを見

ると， t、ず！ ~I税指j題l，二／パィ、ては， F肩口一子ふ／「と互志通

商条約金締ぷし C南ローテシアからそのお品を従来どお

り無税で入れるかわり、財政支払いとして1964年には40

万ポンドを， 1965年以降は交換商品額の10%相当の支払

」、金受けることとした。この種の条約は北ローゴシγと

の1:11；こ仁締結された。オミf：その他の続制iこ＇＿）＼ 、ては，本

年 IJl i/Jブ iリ、ソプス i主算の中にかなり抜本的な改革へ

の志向が見られた。すなわち所得税については，源泉課

税主義を原則として採片jし，またスヲイデ、イ Lグ・スケ

ー／レ方式tこ上り税率全操作Lて，従来担税能－力以下の支

払L、L,う・し円、なが～た中所得層への課税水準を引き上

げ，さらに法人税については，創業資本への租税特別措

置をそのままにしながら基本税率を引き1ゴTるなどがそ

れとあJλ この ア庁アンドにおけるイギリス支西己の白

為の歌と評δれたフィ I｝ッfス子f’算は，しかしまた430万

ポンドの赤字財政一一ー当初の見積もりでは 630万ポンド

…戸を見込んでいるつ二れはわずか1560万ボL iごという

l 算支iI＼総書（iのIflでi仁和I1''1大主な赤字といわねはなら

たv、。 uこ土のよf'主主にiiマヲウイ開発計画の準備として
:!45；］ミンドが計上されているが，このうち自国財源をもっ
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て調達しうるのは約半分にすぎないのである。したがっ

て‘かかる二アサ｝ンド財政の現状がラ前iiじめ税制（，Ji!!

化計画だけで容易に改善されると考えるのは見当違いと

いうものであろう

2. 収正ペラン λ

連邦解体による各地域経済の得失を詳価するもう一つ

の長要なJ口問は， ｛千J也域仁よjrtる収支パラJ 1の状況 C

ある。つまり連邦時代と解体後とでは，各地域の収支ノ〈

ヲンスにL、加なる変化が生じ之か， というli¥J!起であ r色、

これを明らかにするためには，連邦時代の収支バランス

続？！と解体？をのそれ土単純；土比較し ただけでtt不十分三

:, Cの1よならす7)]3011 J見在解fいえの資、Hはまだ人十

しえない〉。そこでなしうることはe 解体前の連邦貿泌

収支から、＇＇： fl'iの各地H収どパランス全推定しそれを子

がかりとして解体後の状況を判断するよりほかにない。

治1表は辿邦中心グ）貿易PI ーンび〉「にあ 1た1961,1山

半において， 3地域がそれぞれ別個の経済単位として分

かれていたと仮定した場合の、各犯域対外iほどパラ Lス

土佐定しこtので九，，＇.， O これによると，出口一デシfit

3970万ポンドの赤字，北口一デシアとニアサランドはそ

れぞれ1リ洲町ポンドおよび1150万かんドの/1.'.'tとなノぐ

いる。しかし，ここで注意しなければならないのは，こ

れ：，の数子力1あくま守連邦qi.位の対外収支，、ごノンスかり

の地域別推定にすきない点である3 つまり， 3地域間の

貿易関係は‘そこでは連邦［ド位の中に埋没して1~1rn司令にl'Jl

われてこf‘丸、が， 」ミ（まこ（！）；己城関口サが， jfi[（解体iえの

状況を考える場合，特に各地域の対外バランスl二新しい

示ザな意i:J，、をもて；くる，ということであふしたが J

て，まず当時の各地域収支バランスをより正確につかむ

Jこめには pかl'.;地域関口ゆ取引の:!f；況を11)](, 7)斗こし，に

ければならない。

治4表ltl,U年｛）：におけ斗地域間貿易収支の推定をす、し

午もので iふる0 正二れによると，南ローデシ fiよ4450/jボ

ンドの黒字，北ローデシアとニアサランドは，それぞれ

2550万ホ＞ 1：おkびl900)jFンゃっ：Ji<字を＂以止し，九ょ

うど対外貿易収支とその過不足が逆になっていることが

わ料る0 - ) t り l~＇j ¥Jーデュ fの場｛，，：：は，社外貿易収ど

l百での赤字が地域間貿易収支面の黒字によって相殺され

てたお余りあるとLう結果／λ現わι 北ローヂシアこ
fザラン Jの場合ιd，以外貿主MzぷUtiで，，>!J'.."J".n¥ J也

城間貿易収支llilの赤字によってまったく消去されてしま

】ていあ二とを元汀一てし川、

lソ、上二つの1it<l: を組み（，わせると， ~，ti)，，）片J ¥Jーデシア
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第4表地域間経常収支の推定 ( i併立： 100万，Fン1)

｜南戸一1北ローI＝－プサ｜
I J't )11 

p 戸、ンアランドj

地経貿易収支I40.511:,27.5 1:,13.o! 
パ’｜貿砂外収支I 4.01 2.0，此oi
j比収i
Ii；文 （， 打n 44. :i t.25. 5 t,19 .o! i I , 

対外経常収υ ラソス i, 1:,39.71, 19.s] 11.s! 1:,s.4 

4外 .t；上び地減1：司経常 1 4.8 65.7i t:,7.5 68.4 
収支の総合バランス l ｜ 

(ilWi) D. S. Pearson & W.し Taylor,op. nt., 
p. 10. 

；土 480Jj;J：ンドし叫＼＼字，北ローデシアとニアサランドは

それぞれ570万ホンドおよび750万ホ、ンドの赤字というこ

とになる u '!J＞くてとの総合推定数字だけに従うかぎり，

rhローデ斗アは？後もその収支ノJランスiこ困難を生じな

いかに見える。しかし事実はそうではない。その理由は

治介込る！お口ーデシアの表出上の黒字収支が，連邦時代の

地域間貿易への高い依存度の上に成り立っていたこと，

険言すれば中央アフリカ共同市場の存在｝こ負うところ多

大であったことにある。したがって連邦解体とともに従

来の経済的連合にひびがはし寸，連邦時代の貿易パター

ンに変化が起こることになれば，事情はどヤぶ違J てく

るわけである。

南ローテシアはかようにラ連邦l!.J代この共同市場を最

大限に利用して他の北部2地域一一ことに北ローデシア

を 1・I LJ.J製造i：業品の，かけがえのなし、iii今場としごき

/:_o しかし今や北口ーテンアは地域単位として独立する

以上，従来連邦があるゆえにこうむってきた貿易収支上

れ不利佐合清算 jるため、南ロ一子、シア尚r'n'ilご対1てき

びしし、輸入市IJI浪を始めるのは，きわめて自然のなりゆき
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どあっf二 i司＂・＇iにj、たjじL!ーデ乙 fが自ltir!すに多りと｛ヒさ
れた製造工業を育成し，その製品をもって南ローデシア

{ii品をl~！ 1fするとが， 1村 ll ーデちア商品lこ iじべて i<Wl'＼安

filliな商白山•：：他の，;t；回一一一えとえれ 11 本なと から！商人

するとか あるいはまた特定の約束；のドに， Jヒローヂン〆

〆商，＼／，り山国へ，1{1出すご見返りと｝て，二v円相手1,iu，許可

1＼白を優先的に輸入するなどとし、う事態、が起これば， itJロ
ーデシ・，・". J収支／＼ラン川上大き＜ Ji，＼れる，hーとれが,I;，ヨと

いえる。たとえば輸入代替だけにつし、てし、サても，述書［I

111r代に.le，，ーテ／アで光，・，れてL、f：南ロト示、シアn'H，＇，！，の

3分の lがもし近レ将来μ北口一千シアl吋l;iです！ill.c!E ；／し

ろると｛fZ'it'.すれば、 i有口一デシアの対北口一デンア貿易

'.IJ字は‘こちまわl附 07)i、ンドt:"k少すノ：〉合あろら＇＇. 'v ‘ 

われる。それゆえ南ローデシアはこの隣接北部2J¥llhx：：二

代わるJJjI有場を1:r1i石しfいのミぎリ、連邦lil代に-'f・:;: Lえ

たような貿易収支上の男:i，~t・を解（刺殺も引きがじさ f制、刊“る

ことは とずカ iLくなア・＇;!:,ijであ／与。か／J'u対外以；〈パ
サンスの均衡をM復するために故も効果的Jむよ方法ぶして

通市考えFれろのは，一方において為替符理を紗続強化

して斡人，｝；ーをかi' 1し，ルノ国JAJ/1:将司：生：主をふや！こと

であり，他方におU、て輸出の拡大に力を注くことであ

合。し刀 AL南ローデシ；＇（.＇）場合 iこは，それ，・，が必ず J も

決定的なバランス均衡要因とはならなu、と,igわれるc

すた）; t，，第 ltこ南11ーデシアが為替＇＇ i'1'f1Pをきっ、しく

すればするほど外国資本の流入にブレーキをかける結来

となる！日 c=-あ乙 しかし実際におし、て南口一デシアのii'i

('I'財寵県立， N：人j製造仁業品の（）はじによ てすで.~111：円
程度まで満たされているーまだ拡大の余地があるのは

-11:-1r、せr，，『'ft'l靴，待製業，：：； ：、び一ti＼（／／食料＜＇，，＇， IJII工業くんb、

なものであるけ1.8）一一関係上，輸入制限を消費財にのみ

lil！ってi'' そ＊を緩和すう効果はあまり閉山できt,L、の

である。第2に国内代替品生産を増そうとしとも，斗の｜茸

しI）殊殊jζ政治白＇J条件のよ三九外国投資を誘1をするととが，

なかな刀冶宗易・c/_( I：、ここである。）＼jこに南一一デシ，（ず〕

投資率は解体前後から明らかに低下しており，それはた

とえい新頃会担任録数♂；叫少（1%:l年4JJ からぬかが1::-i 

月までの登録数は 780件で1960年度いっぱいの総件数よ

り116iiも減－' ・: ＇ρ る）；ニ反映ミれてし、ヘ 第 31こは南

口一デシアが輸出の拡大をねらっても，このl司の：.i.•要輸

ii＼，＼，＇，が vべコ・ザJ・尚オ：：三等，／1lii↑；＇＼'il:動のi敗しいそ1ni 欠
j蛍品で；.，， .：：，たι喫i

T》t：「》十三とはS'l.めtn、(I）であ主，：，＿，かくて｜十Jローヂシ 7

1文句：fll, Jc主邦が（ト後産－t'j多様化ヤおら人 一)j,:i主新

たに i1'Yt~，小J己主農産物の大々がj換金fじさA函L，他方

では干＇：：if).t.金・燐酸塩等鉱産資源の開発を実施しようと

している。しかしこれにの試みも，市場開拓の困難と政

治不交の増大に上って，その有効性がしばしば切れi視さ

れている。 「慎重な楽観主義」（tl:'9）と評された解体直後

の宿 r！.デシ川1済観＇Jlr',J'L，与とともに｜慎重な悲観主

義」に移行しなければ拳いである。

と二九がjヒl～デシ「となろと事情i土主ったくり！被的

である。連邦解体後，南ローデシア商品に対してD税率

を課 Iることになったこ Eは，すでに理主fこが，他方に

おし、どいl内消＇l¥:tll産業を育成することによって 最近

すでに綿紡績工場が生産を開始した一一対外貿易収支を

よりい Fそうc'>C：与することができょう。

したがって，この国では南ローデシアにおいて鵠ーえら

れる！：勺なきぴLL、為？引で理。〉仁L施l:l:!I'＇：，，こ必要とは忠わ

れないο しかも資本市場としての北ローデシアは各種製

造工た、の新段資を誘？を寸るにj止るほ竺大きく，それは

制ti矧にして約 l俗ポンドと見械もられ℃十る。 JJliS:解体

ff[j後における新脱会社登録件数でも前年の2f音を越え，

投資制では6ii', 以上lこ注したのLある。点〉えてこの国の

収支バランス上にマイナス要因をあげるとすれば，外国

会社による手l)i)',Jし勺本国活く：i；：で、あ7,)。↓i尖 1961>1には海

外の株主なし、し持ち株会社にたIする平lj潤・配当の送金額
は，鉱業部門／二けにつしてもがJ2:0007f,Jf ＞ドiこ！；》たG

しかし4れら＃外支払U、分にもしなんらd込の形でiiilll設が

)JI！えられれば一ーたとえば既存投資分につヤては従来ど

おりと「るが 紙規投資分iこ〆川、てはその一定市（，をこ

の凶に留保するとし、うような契約を締結することにより

一， kローア J アの以Ji／；） 斗スはさ L＂こ改 i'fされる

はずである。他方において，この地域一帯の鉱業権を一手

に揖 v fごいる Bs A会社が，そのローヤリティの20%を

北ローデシア政府に支払う契約がすでに成立してLるこ

とを考慮に入れると，この国の将来はまことに明るヤと

いわねばならなL、。解体後の経済動向を見ても、輸出の

大宗をなす銅産業は，産出も伸び売り上げも増している

し， ):I.変農産物のタノ、コも増収の見通しが強い，，主たリ

ヴィングストンに計画された窒素肥料工場はヴィクトリ

ア・プ 1ールび〉唱力とりンキーの石炭を！北大波に利用し

うる絶好の立地条件の下に着々主主投の努力がなとれてお

り，：雪 （，にカウンダ首相l肝入りの北口一デンアとタング

ニープJli¥J鉄道連，，）：，J函iもようやく陽のけを見ょうとして

十ら＂かかる J主の)I［質調な動きと歩調をJi'わせる上ろ

に， j•liJll解H-i1n北 υ ーデシγ1：立文パ y Lスも大札iなm

IOラ



Ⅱ　連邦解体後の問題点
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」＿＿＿＿＿＿..... 「｝現地報告 rー」’一一ヘィ、－~一、－－－－－－，＿＿＿一、－「『 J 「＿＿.,,,.--.... ＿..，...「 J「－~ーも＿_,.. __ 沖ー」ト」「

'tn，記州、さ，， ＇～。三うしご見 Cくる二， jじ1，＿，，.シfvよ
本年1月の総選挙で圧倒的な勝利を収めたUNI P （統

一片族独立党）に仁る政治的車＇i収の［、に，その経済fい
よいよ発展に｜白jか；，趨勢にあるとし、 1て仁いυ

ニアサランドの場合はどうか。連邦時代におけるこ

Oi[ t1の推定貿L収むま7:Ji）万d、；ドの赤牛守あ，たこと

はすでに述べた。しかしその場合注意さるべきととは‘

ニアサアンドはな今ほと連邦構成地域の一つであったが

その経l荷の規似・能プJにおいじ他三地肢と格段のキAが

あるため，それらと同－・水準で論ずることができぬと U、

.・, ,','i,でり】る。／ιとえ（王こ J）国のGD l》はlおじーケシ・γの

ぞむのがJ5 ;)ci i 1にすぎず， l__ IJ• もそのす分以上方、、れ

ゆる「生存経済による農村家計部門」（注10）の生産に依存

！ていζJのか定情Cある ま之消費財産業；こしても，わ

ずか2500万ポLド何度の・m場しか存在しないため， そしり
新規設立の余地はきわめて限られており，また第1次産

業1｝［；門で外IJIJ立資合引き J lけうるものは，茶を除し、てほ

とんど見当たFないえ要するにニアサラLドはその収支

パランスを輸入代替や産業の多禄化によッて改議するな

どと」、ウ段H'i：.：.到達しこL、なャのている したがっ二

その意味からも国外かlの多額の開発借款を受；Tる必要

が痛感される。しかしその借獄も通前のコマーシャノレ－

r、ース 1りも山てeは、二 T・，トラずド財政にと，三fの仇i有

償還や利子支払b、の負担が重過ぎると忠、われるから，せ

L、ぜし、メフト・ローンか附与によって経済拡大を凶るよ

れ iまかはあべまし＼現仁イギ IJ ス政~：n土法邦解体と ι も

に，二アサランドへ210)jポンドの贈与を約束したが，

Nに（ j:I(立と達成した7)]4 11に）亡れを 5(買17jポJ ド

に噌額Lた しか L こ Ji らの紅済長11/Jti•H来も汁き社き

この闘に与えられるかどうかは特に保証されてし、なU、o

fメリ －＇Jも，農業［if］発たどある程！立の対 アサランド経

同援助そ行kJ て、るうに最；止にあけるけ京市アジア援

助政策失敗の経験から，ャっこれを停止するか推定しが

Jこい。むし7，西ド fツがこのところ二アJラL ドへの援

助供与に関心を示していることが，注目される程度であ

る。いずれにしてもニアサランドの経済的自立一一一対外

収支rくうンとを含めて への道比三j分けわしいも山と

いわねばならなし、。

（注2〕 D.S. Pearson & W. L. Taylor, Dreal, 
Up; So/1/c E，川IOJlliιCons,,q晶ソ／｛四 j,,rthe Rh叫ん－

sias and Nyasa/and, 1964, p. 56. 

Ci:3) W.¥. Brdsfo了cl,}landhmぬか Fedcra

tion of Rhοdes/a and Nyasaland, 1960, pp. 591任．

(; : ,1 ) if J: II年［に）！刻！，1率：工、 r:'.;,',f孟川、ら引iiに
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/¥BCDもり4段階にすfけられていた。 l. たがってD税率

ii:最低税家で，イギリスに摘mきれ，特定の品目を｜徐
L てイ•＼ 1) ;,, J）縦、民地1;iび保護官［U二bj向！羽 fτ れた〉
(it 5) Quarterly Economic Re1•iew; The Rho-
dnias and iヘう叫s,dand,Jan. 1964、p.5 

(il' fi〕 A.Hazlewood & P. D. Hende目。n，」rvy幽
asalaml; The Ern1w1n Iυ 。•（ Fed，川 ＂<lti，川、 1960,pp 
88汀

<it 7 ) f’／ア ~f/if/ill’'t:R斤， fアノリ力、）経iii了↓；自先J
1964＞戸， 158へージ。

(rt 8) Federalル1:inistryof Commerce and Indu-
stry, .411 Outline Siイrド1eyげ.I》《》ssiblelndustria 
（｝／’portunitu，、 in the Rhodesia and 1Vyasaland, 

196:1, p岨 4

UE ¥1） υ11arli:rly Econo/1/ ic N. crie’w; The Rho-
d仰 iasand N_y山 ；aland,Jan. 1964, p. 6 

U¥:JO) -: nはアフリカ入札I）：食樋・燃料および住凶
に！対すろ＇i'.，，］＞；と消費！：円Tix:＇ハトノ司、る》ん ＇ational
＇＼ぱ OUl/{S r.ゲ F抗lerationof Rhodesia and Nyasa-
land, 1954～61, ド 140会ミ1司

II 述失I）解体後の問題点

I. 負債分担

連邦政府の負債は解体後当然に各地域政wによソて分
担3れu。解体II寺における未済連邦依の絵、制は 2億3800
万ポンドで，その内訳を償還期限別にすると，長期公依

11；む180(ηj;f,J ド，短期ふ債1佑却OU万ポンドとなる。

これらj•tflSの負債を起債j:f本によってさらに細汐すると

連邦政府や連邦政府関係機関のために赤字公僚として起

債主れえ「純連邦債i，連邦｛点。〉うち地域政府や地域政府

関係機関に対して，その財政是正賀補績のため貸Li寸けら

れたi地域再貸付連邦債J，および、連邦成立時に連邦政府

が；i地域から継承した「i'1」邦引き受け地域ft'{Jとに分け

ムれるJ 以上：t種の負債のうち， r）主主j)引き受付地域uu
はもともと地域政府の負債であったものだから，連邦解

体後はそのまま各地域へ還付すればし、いわけだし，また

「地域再貸付連邦償」も実際貸し付けられたi浪度におν、

て各地域が分担すれば問題はなU、。しかし「純連邦債」

はもっぱら連祁政府自身と連邦政府関係機関（連邦言語）J

},:',=Federal Power Board，穀類マーケ、ソディシグ・ボ

ードニ（；rainMarketing Board，中央アフリカ航空 z

心，ntralAfrican Airways等）のための/1{{:}Jで，いわば

地域単位に帰織させえない負債の不一致バランスである

から，連邦解体後、二れをいかに各地域へ配分するかは，

たれなかむ jかしヤ同県立とあ，／こ。 i出邦政府はこのたの
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lト？に［；りl；債配分委員会I(The AllりcatiouCommit！岨）

を設けて審議したが，その結・果「純j皐邦債」を含めたし、

v さいの連邦債;t，つぎの制合で各地域が分担す乙ごと

に決めうれた。すなわちFトcjll－デ〆γ52.1:!0%, 」じ，.，ー

ヂシア：w.127%，ニアサランド10.75,l%であり，金額にす
ふと南 ＇，lーデシ f l{怠241五.！Jポン i 北 ＼1ーテシ・・l'l':l6

liポンド，ニアサラレド2559万ポンドとなる。なおこの

委員会は、当初 17 Lレンス 1ー弗llと市ローデシアi政府の

肝入り守地域配分率を，南口ーテシア60%，北口ーナシ

•30% ‘ で士アサヴ L ド 10~！，土 L，かつイが 1／ス政J(iに対

して南口一デシ＜＂；， lき受け分を若二iJ］担しともら＇）－：：.土

を要請したがm百された，と U、う事f青があ •J たことを付

；十加え仁.r」こう（工もあjl, /J為ようt止iili

を決める；場合に，その基準をどこに燈くかとu、う問題は、

＇，＇ろいろ議論の； Iかれるところで仏 7 たがーまずお，lilht-J

には連邦時代における各地域への連邦攻府資本支ti＼の書lj

f「に従 J I；配分jャのが志内と忠；j,れた。以iここれによ

って配汁したと iAiば，出口ーチシ Y65~o, ！ヒローフシ

ア25%，ニγサランド10%という数字がillてくる。この

配分率全文ー際にJ；屯され／こものとltくてあると，）＇／ Jivー

デシアの負担分は必要以上に少なく，北ローデシアのそ

jしは予想外に多／）、｝たように恩わjL ;:;,o H ！二し上；，じをは

会で，かように南口ーデシアに有利な結論がIllされたの

: j：，も〆， : tう政ifげよj酷曹、lニヒるとこfぷ歩、 }.¥.¥;b' Lイ，，，

つまり，ヴィクトリア・フォーノレ公議で打ち出された各

地域の財（僚の収入棺力に従うJ(/}11）としう配分基準が，

その場川立！力にl医さ.h／二ことはIii］っか：＇ ,t，，る。

ともあれ，各地域は今後これら負債分担分を， jおiJ，；住t

/Jしてふかねばt,:,・ 》ぬ才Itf :aあるが，たとえば19批；！と

1962年の年間公債償還額が3地域合計で‘それぞれ1510;j

4ドンドおιび17:!5IJポントとなりてv、るit,¥.！：の実泌ノ；￥ら
みて，もしこのままだいたいGD Pの ：~ %ないし5';b程

慢の剖子？で引き作き償還しうるとすれば，よ子から14年な

いし15司伎には＂1~Hn償還がJ主成されるー各地域ぺ多少

の開きはあろうが 見込みである。ただその場合， i尚

也なのは、連丸山ぷ各位fox ，こ：~ )'J 0札た；’出来とし，： ' ~j 

該公債証券所有者の聞に種々のトラフ、ルが予想、されるこ

とであJ つま ，） 心債あ券取りj弘、上の不快もさること

ながら，さらに重要なことは，公債証券自身の安定性が

也倶され乙こと、ある。士比i乙最近（／） ロンドニヨ止券ild揚で

i.t，こオドJ債券か 般tこ紋調のきさしをは・！i:"てい＜J

ιだし．｜ヒロ ・－＇r'シア債は，その限りでな十 一ーと＼ ＇われ
も！ この舶、トH¥ ~-.j i~ I二おp：｝このj位以へのJ'Hミギ

＿，＿一一』J 一、..＿..，..－－，＿＿.，.~～現地報告い＿＿＿＿..，，..ー』d

び）Jl.11、にj自主主をかけることにもなれば，その影響はけっ

して無視できぬといわねばならない。

なお最後に付け加えておきたいととは，各地域政J('.jが

1'11J述のごとき述邦債酒己分鋲を負担するほかに，車そJ400り万

ポンドに上る「純地域償」をも償還しなければならぬこ

と，己んにまた連邦時代に国際金融機関ゃ1（間会泣から

受けた約印刷万ポンドの「借款」も残っていることであ

ら。 泊地域約Ii土本米述邦とは関係なし地域政府お

よび地域政府関係機関（篭力供給委員傘＝Electricity 

Supply Commission，不動産抵当銀行＝Land Bank, Jぶ

ii：民統治機構－Local A uthoriti引等）の，七めに直接起債

されたものであり，また「借款」は主としてカリパ・プ

ロジムケ p借款（4660万，r/n，ローデンア鉄道年全｛昔
欽（10307::iポンド），ソーノレスベリー・ブラワヨ市発電所

建設借；大（320万ポンド） ~＞j,から成－＿，て十る。

2. 通貨および中央銀行

iili非ii解体はまた連邦通貨と連邦中央銀行（ローヂシア

・ニ y－~－ラン i銀行）の；3 分をぷ功、するリつまり；i地域

はそれぞれ自国に中央銀行を設立し，また別個の通貨を

諮行「ることになった！新地域中央銀行；没立に烈Jる法

律は1965年初頭に発効し，南ローデシアには「ロ｝デシ

F準Diii;iJ.l行J(Ecserve Bank o[ Rhode8ia), オI:ローデシ

アには「」じローデ、シア銀行」（Bankof Northern Rho-

desia），竺アサヲLi;・ Iこi土「7 ラウ〆f準宮市銀行J(Reserve 

BankりfMalawi）がそれぞれ設Jにされる。また新地域

通貨の発行は，紙幣については本年11月，湖i貨について

は196~， il •. 2 JJ仁 1地域川！日iiこ行伝われることにな，てい

る。しかし連邦通貨のj遜貨処分とローデシア・ニアサラ

ンド鋲ifの最終的解体は1965年りJJに子主主れ口、るか

ら，それまでは連邦通貨が法貨として通用し，新地域通

貨との!'I出なちた険性も失才3れなし、であろう i まf二日ーデ

ヤ／ア・ーアサランド銀行もそれまで従来どおりの業務を

続け，その聞に銀行機能の地域移管を済ませるはずであ

る。 fこだその場ft，ローデシア・ニアサランド銀行資産

の配分は， 3地域で回収される連邦通貨の割合に従って

3分ミれることになってL‘る。も，とも来年8月までに

連邦通貨がすべて凶収されるかどうか疑わしいが， u、ず

,jl,にしごもその時点で実際に回収された1託子ヤで分配され
ることに相違ない。ともあれ連邦通貨の：i分で問題にな

ると思われる点は，第1に南ローデシアが今後自国新通

貨に「十進法iを採用しようとし円、ることであるつも

むろんこれは単に取り扱い上の問題にすぎないが，実際

llll通」してはなかなカるめんどうなことむふる（な.J;s.jヒ戸
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((j：こjltfJナ心f二J人必！主！とh,Jl, r L、＇）に｛け必： ':j'<1Jfjl，が；，
11.11>1:川＇l;z， 主Ji内、rjl.f1ii1半、 i必tミ；！；IJJ吃三 （＇1ニi.t i:i'tifdr 
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lie 用の機会を見＇，•／＇こして i イJ と，.. ＇二と℃（，， i) . 二けj発 それt王かりで与し本！り送還をH::1Jiこ実 If~ J・るには少な

象は中央アフリカ労働市場の最も顕箸な特色であるとい からざる行政費用を要するであろうし，また他方におい

,! ) ;/1,る。 Lたが J r 連邦/iJ4'i 1，前後；こjたり‘ i菊ロープシ ごそjJノカ：1寺来ちえられろと》 3地Jr,tれ済協力関係への茶綾

アにおし、 ζエYV-ヮンド／I '1 i:rアフ！！な人9；働ボーの本l(l送 ど失わせることにもなるれであくシ。かくぐ経済的に見る

選問題が議論されf土のも守けりしてゆえなしとしないムこ かぎり，従来の労働移動ノミターンは述J'[I解体後もさした

の本国注i主説の川処は， 般につF(') 2点にあっt・L＼、 ；：，変化を示さぬものと応われる

われる（住13）。すなわち第1に，かれらの本悶送還は従来 4. 行政機構

J主r-15の長ll/」を受，r ：：－きなカa，・，これ士銀脱し土.－，と L／ニコ 連邦解体は主た従来；1_li祁ベースで統一（l'Jiこ運営されて

アサランドに対して，一種の政治的報復行為になるとい きた行政諸機関の3分を意味するが，その際の主たる問

·！，＇~，沼日にかれんの本lLe!送還は， 1fiロー主人Jアeハrフ 題点l-l:. つぎのTつである。すなわち，；~~ 1 iこ政府関係

リカ人に対する欠業対策与なるとヤう点て（，， ::c,。以_I_2 業務を維持する上級官吏や高度肢術者の確保，第2に行

行のうち怪済的に見て2重要と思われるのはもちろん後 政機関の 3分から生ずる行政費用の憎大，第3に二つ以

内であふ。現にr+iIIーヂ，Iのアフリカ人はそのi王＇r::i との他Ji，~にまたがった Jl;:i!昼下部機構の分）;i]JJ法であるn

分の 1 （約10万人〉が失業または潜在失業の状態にある 第 1の問題は新興アフリカ諸国に例外なく起こる問題で

iいわJLろから．よしこの｜司にし、る三アサ巧ンド・ rフ ふり，二のi習でも連邦解体f11j後，二 Lに百t＇年 1'.2月と本｛I三1

リカ人（11万7000人〕を本問に送還すれば，昨jローデシ Jlにはヨーロッパ人の引き妨げがはなはだしく一一南ロ

’の政i{川、安を!"if吠する二c・，失業i/',j組は少fょ〈とれ数字 ーデシ「／でけでも怖似｝人近くが！縦［.1.jした ーそのどめの

の上では一挙に角年決するかにみえる。しかし実際にはそ 業務水準低下がLぽし村長慮され／ふもコとも 2JJ以降

ろ簡単，－：：土いかれい。なぜなら，か〈も著しい労働修重UJ は引き揚げ数もだいぶ減ってきてはし、るが，まだその傾

が行なわjlた本';'i((Jt:主JJ¥{[81:t，ニ fりラン :CiこおItる農 1,,jがわくなったわげではない。／・tご政府職ti確保の！問題
業i労働者のかせぎが，南口ーデシア土着アフリカ人の農 は， H寺聞の経過とともにある程度解決されることもある

H夜計川！＂Iで得プ）平均所川よりも｛l¥/J>ったこ.＇.－：， ＇）士り し，世jl,}j，こおu、て「国連技術協引＇：， Jや I'~l 2世烈iな

向ローヂシアのアフリカ人の「機会費用Jのほうが高か ど国際機関からの援助が，期待されうるということもあ

たと司、うこと i＇＇キ1るが唱 さらに 11T~J'なこそ i土，方、力・る ’Jっし允がっしそのぬ（；＇むし人経済的により重要なこ
労働移動が・＋.’とLてニアサランド・アフリカ人の季節的 とは，臼人熟練ガ’働者の不足がやがて賃金や物価の上昇

作在失業im聞に1?t，われ尺んめ， L、下ろ「//fill者組ljt／；農 坐いう形で，どの国の産業に悪影響を及ぼすかもしれぬ

ニ~＼＼生産 t:·L下さ三ど1 ことなしに， L‘れらを fl1:賃金℃ /fi舟 ぷであ7,'i O tfi '.2の問題は，主と Lて地l成政府のi数段・

できる機今を最大限に利用したjことにあるとし、えよう 問内行政．外国｛夜臣接受等に関ナる費用である D i肇邦H寺
'•I 14)0 H: ，，一デ

がほとんど農業部門の就業者であるとともかくて王型角平さ HIされてU、たが，解体後の各地域当該支出がその3分の

Aるのでhる3 弓土1るに二守F，サラふ ＇了古為 C:,1朽11一手、：.－ 7 iで済むとは土ても考えられな＇ ', L カ •L これは新地域

への7ブリカ人労働移動におし、ては pushよりも pull 財政に特に決定的な悪影響を与えるほどのものでないこ

し，，要岡山川うが上り強く i~IJ ，、てU 、 jこと忠士、れるρL Tこが とは確かであ℃，かつまた実際にどれほどの行政費用附

叶て，もしかれらを本国；.：.if還さtごにしtぇゴ， iEかな 大iこれ：らか推定ιむずかしい。お；iの問題fl,:to そケく
らぬ南ローヂι了の!'I人農場：iーが，｝'l;ぺ先にi利るのであ 新地域政府にと－－－：，ていっそう重要な関心事である。なぜ

っ’：）： IJ，かj1. ，・，はまjt7金ヲlラUfo，必慢に｛！ C,;/1, なら， ji主j抑制ににおけ，：，統ーがJI・ t'Hi機構は，必寸しも：：

ょう L, ::tた機械化なし、し資本集約的方訟を採用して分 地域均等に形日比されていなかったからであるのたとえば

例需要汁U干IIL:. ＇，とし、し，生 ，＇（ コスト）j~大仁·！F1 主 計力，鉄道等，公共事業の共通機構は荷Iと¥Jーテシ－，q,

3れることは必烹である〉ざらに同際市場における競争 心に建設され， tアサ弓ンドはま円たくこれに組み入れ

ノjiこ懸立千b、fごうり：＇.ていう r'fjロ－f ，， アl!'t'{ （こ fにノ〆 られれ、なか～？；しj”が， pてWU付金の行政機構はiベ

パコ）は‘何か特に同期的な生産性1i',L[：のゐ山でl弘、司 てがuiij ・(1甘に：，；，）－されど，（けではたく，機拾の性事i＂.＇地域

t＇＇さぬかぎり， ーアサランド出かせ苦労働1i"の本医l送還 の事情に応じて，それぞれ適宜分間程または組織脅えされ

に上つごi）今者な肥料を， 二九むることは~）！ i, hで小心 〆ふことが必要であったr
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具体的にL、よ） ＂，まず公共事業関係では， この援の機

構として最も規模の大きいカリパ電力資産は南北ローデ

シアに50%ずつ分割され，その運営は従来の「連邦電力

J尋J(Federal Pnwer Boar小の代jフりに，新Lく：守けら

れた「中，rとアフリカ電力公fl :C叩 tralAfrican円滑er
Board) f二上グて仔なわれる三とになった。コη新公社

は，協定により南北ローデシアが資金と役員を均等に提

供して設立したものであり，阿地域政府はともにこれを

通じて第2期工中（ザムヘン川北岸の地下発足所建設）

の資金援助？をするわけである O f＂口ーデシア鉄道， (Rho-

desia Railways）は南北ローヂシアの共同所有となり，

経党単位としては2分されなかゥた。また中央アフリカ

航空J(Central African Airways）は南北ローデシアお

よびニアサヲノ fi3地域の大｜司所有となり，ねiL L、法人

として組織irえ3れたが， その運営についとは， ：；地域

に補助的準自治機関が置かれることになった。

農業関係では，「冷蔵保管委員会」（ColdStorage Com-

mission) ft 3仙域に分割され1 をの運営は民間；て干ちされ

た。「穀知ァーケッティンヤ・ボードJ(Grain llfo dぜtin認

Board）ど「~11.mc 品マー今、J ティング・ボ予 1: I (!)airy 

Marketing Board）はともに南北ローデシアに2分され

た。また「タバコ調査局」（TobaccoResearch Board）は

3分されず‘出口ーデシアだけの機関になノたので，北

ローデシアは？佐販売についてはこの機関を利山L，輸

出については従来どおり lタバコ輸出娠興協議会」（To-

bacco Export Promotion Council of Rhodesia and 

Nyasaland）のサーピスを受けることとなった。なお開発

金融関係乙民間機関ながら連邦時代に重要な役割を果

たしてきた「 iゴーデシア・二T・l.トランド産業娠興会J

(Industrial Promotion Corporation of Rhodesia and 

Nyasaland）は，南北ローデシアに2分され，同時にそ

の母体も骸m1:tnこ残り，引き続し、て2地域以上，：：また
がる産業にけして融資を行な.＇亡し、ることも it:t /Ji！えて
:}3こう。

O'杢：11) Repo，γt吋 ti.時 CentralAfriどaConfcγen-
er, 28 June岳山3rdJuly 1963, p. fi. 

tをこ12) Q11arterty Eco11omi,・ lfrI·in,•: The Rlw『
d，目ia<11/(l Nvasaland, Jan. 1964, p. :l 

Ul'l:i I I l S. Pearson S・ ¥V. L. Taylor.刊／九日t.,

P・ :n. 
L注14) W‘J. Barber, The E印刷m,yo{ JJritish 
Centγαl Aji討叫： ACιse Study of Enmomic De·,•eloj>· 
制 entin I 11111/ 村山、 Society、ICHi !. pp. 1網代

!IO 

むすび

ローデシア・ユアサランド連邦は元来政治的には「ポ

ーア人民族主義Eア7 リカ人民族；1義への抵抗JEして

生主Ji，経済的には［南ローデシア「1人入植者と，」tロ
ーヂシアの銅を三アサランドのア寸 1）り人労働力との結

合」として成ったといわれる。しかし今日の連邦解体は

なによりもまず政治的理由によって達成されたのである

かじ，その意味するところは，このl也械における内人杭

II':地J義の数北・ fブリカ人民族主義の勝利以外のfり！？句

でもないわけである。とすれば，かつてはなぱなしく展

開された連邦肯定論争干の経済的諸見解は，今われわれに

と叶てどういう意味をもつであろうか。確かに3地域を

統frLた連邦は，経済的に見るかぎり，悶互に補完性・

依｛lけある統一市場を形成しまた財政而で地域問調務を

行ないつつ外国資本流入の基礎を閲め，さらに共間経済

計爾によって資源開発を推進する蓋然性をある程度もっ

ていた。そして：事実‘連邦は過去10年間一方において行

政・長術に関するlji，牝費用を節約し亡，経済開発のj,{;Ji躍

となと》下部構造を充実し，また国内製造工業拡大を助長

するなど若干の功績を残したが，他方においてこの閣の

箕の成長拠点たる鉱業・農業の開発を放置し，またさら

に！［＇.、ことには，経済的遼合の最も重要な目標たる公平

な所得再分記を適iUこ行なわなかず予たことにより， ii,,

連邦のレエゾン・テ、エトルを否定し，アフリカ人民族主

義者たちにかっこうの武器を与える結果を生ぜしめたの

である。したがって，連邦が解体されたからといって，

二♂）l立における経済的連合の必要性と妥当性が全両的に

汗定されたと考えてはなるまい。：t地域i主確かに述邦解

体によって，それぞれ独立の経済単位とはなったが，そ

の構造面から見れば，今なお第1次産品に大きく依存し

／－，つ資本の欠乏に悩む｛氏開発国である三とに変わりない

かんである。かくて経済的連合の可能性は，今までとは

'IUi.-Iた角度かん将来ι探求されればならぬと思うので
あるう

（海外if(i査員〉

/1：ソーペスベ 1）ー


	まえがき
	I 連邦解体による各地域経済の得失
	II 連邦解体後の問題点
	むすび



